
本年度も、4・5年生対象に三重県が実施する「みえスタディ・チェック」を4月２７日に行いました。そ
の結果の集計・分析についてお知らせします。

みえスタディ・チェックとは・・・
これまでに行われてきた「全国学力・学習状況調査」等の解答状況を分析して三重県教育

委員会が作成した問題で、県下の小学校４・５年生が取り組んでいます。前学年までに学習し
た内容が出題され、前の学年に学習したことの定着度を測るものです。
４年生は算数と国語の２教科で、それぞれ２０分で取り組みました。５年生は、算数、国語、理

科の３教科で、各４０分で取り組みました。

4年生 Ｒ５年度 Ｒ４年度
国語 川崎小 ６２．６％ ６８．６％

三重県 ６０．２％ ５９．３％

4年生 Ｒ５年度 Ｒ４年度
算数 川崎小 ５３．９％ ５３．３％

三重県 ５８．８％ ５３．３％

５年生 Ｒ５年度 Ｒ４年度
算数 川崎小 ４６．０％ ５０．６％

三重県 ５７．４％ ５５．８％

５年生 Ｒ５年度 Ｒ４年度
国語 川崎小 ３５．２％ ５５．１％

三重県 ５１．９％ ５２．３％

みえスタディ・チェックの結果 【平均正答率（％）】

４年生 ５年生

Ｒ４～５年度の２年間の結果を表にしました。

三重県の結果と比べてみると、Ｒ５年度は、５年生の国語・算数・理科と４年生の算数が県平均を下回っています。特に
５年生においては、３教科とも県平均から１０ポイント以上下回る結果となりました。
年度によって、問題や受験者が異なるために一概には比較できませんが、５年生の学力定着に大きな課題が見られま

す。

％

％三重県の平均正答率を上回ったもの

三重県の平均正答率を下回ったもの

≪９月児童会目標 時間を守ろう ≫

～川崎小学校4年生の子どもたちに見られる傾向～
【４年生国語】
〇漢字を書くことや、文の主語を選択する問題は県の正答率を上回っている。
▲段落相互の関係に着目しながら、文章の構造を把握し、文章に書かれている順に
内容を並び替える。
▲話し合いの内容を正確にとらえてまとめる場面で、条件に合わせて必要なことを
もれなく記述する。
▲理由をつけて説明している文を全て見つける。

【４年生算数】
〇整数のかけ算（105×４ や 23×３８ ）や日常生活に必要な時間の計算については
県の平均正答率を上回っている。
▲わり算の意味を理解している。
▲分数の意味を理解している。
△「〇〇は△△の何倍か」を求める。
▲めもりを確認しながら棒グラフを正確に読み取る。

５年生 Ｒ５年度 Ｒ４年度
理科 川崎小 ３２．７％ ４２．３％

三重県 ５１．５％ ５４．１％

No.１１ 令和５年９月２９日
校長 西口 昌毅



～児童が苦手としている▲の問題から～

【4年国語】

４年生国語５二の問題は、話し合いの内容を正確にとらえてまとめることができるかが出題の趣旨です。
「条件に合わせて書く」ことと「字数制限内で書く」ことが必要です。条件は、「全て取り上げること」と
なっているので、①「外国の人といっしょに折ることができる」②「折ったものを記念に残すことができ
る」③「色やもようがきれい」の3つを落とさずに書く必要があります。また、「～から」という理由を述
べる言い方に合うように答えます。話の内容を理解するのはもちろんのこと、問題文を読んで求められるこ
とをつかみ、解答文を作る必要があります。
４一の問題は、理由の書き方の「なぜなら～からです。」という文を見つける必要があります。そして該

当するもの「全て」を選ぶ必要があります。この「全て」見つけるところで、つまずく場面が多いようです。
４二の問題は、各段落に何が書いてあるのかを捉え、内容のまとまりごとに小見出しがつけられるような力
が必要です。

【正答例】
外国の人といっ
しょに折ることや、
折ったものを記
念にのこすこと
もでき、色やもよ
うがきれいだ
（44字）

【正答】
３ と ４

小４国語５二の正答率

川崎小 21.4

三重県 23.4

小４国語４一の正答率

川崎小 32.9

三重県 35.6

【正答】
イ→ウ→ア

小４国語４二の正答率

川崎小 51.4

三重県 72.2



小４算数７（１）の
正答率
川崎小 50.0

三重県 60.9

【正答】
からあげが好きな人のほうが4人多
いです。

【４年算数】

４年生算数７（１）の問題は、棒グラフの目盛りに着目して、必要な数値や差をよみ
とる問題です。棒グラフの１目盛りが、２人分を表していることに気づかないと、「２
人多いです」と答えてしまいそうです。グラフをよみとる時は、まずは、何を表してい
るのか、単位は何で、１目盛りはどれだけなのかを確かめてから数値をよみとることが
不可欠です。

小４算数３（１）の
正答率
川崎小 14.3

三重県 35.9

３（１）はわり算の意味が理解できているかどうかを問われています。これも、「全て」選ばなくてはいけま
せん。「分けます。」という言葉だけで、わり算だと判断している場合、本来かけ算であるはずのウを選んでし
まったり、わり算であるエを選ばなかったりするケースが見られます。４①の問題は、最も基本的な分数問題で、
答えは2分の１ｍです。しかし、この問題の川崎小の子の正答率は６２．９％（県の正答率は７２．８％）に留
まります。さらに、４②の問題になると、分数の意味の理解があいまいであると、２ｍのテープに惑わされて、
６分の２と答えてしまいそうです。

【正答】
イ、エ

小４算数４②の正答
率
川崎小 12.9

三重県 37.6

【正答】
２
３ ｍ



～児童が苦手としている▲の問題から～【５年国語】

～川崎小学校５年生の子どもたちに見られる傾向～
【５年生国語】
△全般的に県の平均正答率を下回っている。
△漢字（関心をもつ、きちょうな機会）において県の平均正答率との差が大きい。
△手紙の後付け（手紙の最後に付ける内容）の書き方を理解している。
▲文の中の主語と述語との関係をとらえる。
▲目的に応じて調べたことを整理する。
▲相手や目的に応じて筋道立てて話す。（条件に合わせて記述して答える。）
▲登場人物の行動をもとにして、場面の移り変わりをとらえたり、登場人物の気持ちの変化を想像し
ながら音読することにおいて、自分ならどう読むのかを、条件に合わせて記述すること。

【５年生算数】
〇小数のわり算の意味、分数の意味については、県平均正答率を上回っている。
△概ねすべての問題が県の正答率を下回っている。
▲長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を、条件に合わせて説明（記述）する。
△めもりを確認しながら棒グラフを正確に読み取る。
【５年生理科】
△いずれの問題も県の平均正答率を下回っている。以前からの傾向が続いている。
▲方位磁針の適切な操作方法を身につけている。
△水は水蒸気になって空気中に含まれていることを理解している。
▲空気鉄砲や注射器を使った実験で、空気は押し縮められるが、水は押し縮められないことがわかる。
△乾電池のつなぎ方で学習する直列つなぎや並列つなぎの特徴を理解している。

小５国語４一の正答率

川崎小 22.1

三重県 36.8

【正答】
イ

国語４一の問題は、主語と述語の関係がとらえられるかという問題です。７
二は、条件に合わせて、音読で工夫することやその理由を字数制限内で記述す
る問題です。物語文の場合、日頃から気持ちを想像しながら音読をしてるか、
また、その音読の工夫を文で説明するという場面があるかどうか、見直す必要
があります。

小５国語７二の正答率

川崎小 5.9

三重県 29.0

【正答例】
大きな声で少し速めに強く読みます。その理

由は、とのさまは一休さんの言った言葉に対して
はらが立ったと思うからです。（56字）



小５国語６一の正答率

川崎小 48.5

三重県 72.2

【正答】
イ

【正答】

学校の図書館へ行ったことが最

も多く、十七人でした。二番目に多
かったのは、友だちに本をすすめら
れたことの八人でした。（５７字）

小５国語６二の正答率

川崎小 4.4

三重県 16.7

国語６一の問題は、「話し合いの一部」のやりとりから、その内容に合った資料を選ぶ問題で
す。６二の問題は、アンケートの質問２の結果を見て、それを条件に合う文に整えて、文中に挿
入する問題です。アンケートの質問１の結果が問題文の中に書かれているので、それをお手本に
しつつ、字数制限内に収まるように記述しなければなりません。



【５年算数】

５年生算数１１（１）は、長方形
を組み合わせた図形の面積の求め方
を説明できるかという問題です。長
方形を切り取って上の方にくっつけ
たときにできた１つの長方形の縦の
長さを式で表すものです。
また、１１（２）は、欠けている

長方形の部分をあると仮定して、そ
こから欠けた長方形分を引いて求め
る方法を説明するものです。算数用
語を正しく使う必要があります。面
積の問題においては、昨年度も同様
の問題でつまずく子どもが多かった
です。問題を読んで、その状況を式
で表すことや、なぜその式になるか
など、考えの過程を明らかにしなが
ら立式していく学習に力を入れる必
要があります。引き続き、授業の中
で、自分の考えを図や式で表すこと
や友だちが考えた式の意味を説明す
る活動などを大切にしていきます。

小５算数１１（１）
の正答率
川崎小 19.4

三重県 38.4

【正答】
２４は、長方形JBCDの

面積を表しています。６
は、長方形JAFEの面積を

表しています。２４－６は、
長方形JBCDの面積から
長方形JAFEの面積を引

いていることを表してい
ます。

【正答】
２+４ または ４+２

小５算数１１（２）
の正答率
川崎小 6.0

三重県 29.9



【5年理科】

小５理科 ２（１）の
正答率

川崎小 22.5

三重県 36.2

小５理科 ５（５）
の正答率

川崎小 14.1

三重県 41.3

【正答】
ア

【正答例】
空気の体積は小さくなるが、水の体積は変わらないから。
空気はおしちぢめることができるが、水はおしちぢめることができないから。

５年生理科５（5）の
問題は、閉じ込められ
た空気と水の性質を、
空気と水を注射器に入
れておし縮めたときの
体積変化に適用し、そ
の理由を説明する問題
です。注射器の目盛り
から、ピストンを押して
縮んでいるのは空気の
部分だけということを
見つけるとともに、空気
と水の両方の性質に触
れてわけを書くところに
難しさがあります。

学習したことの定着を図る
には、「なるほど」「そう
か」「わかった」と、子ども
たちに実感を伴った理解を促
すことが大切です。そのため
には、実際に様々な場所で方
位磁針を使って自分で方位を
調べるなど、体験活動を十分
行うことが必要です。また、
学んだことを生活の中で活用
する経験を多く設け、学習し
たことが役に立つ経験を多く
積ませることも大切です。



Ｒ５年度のみえスタディ・チェックでは、生活習慣や学習環境等に関することを問う「生活のアンケート」の調査もありまし
た。内容は、６年生の全国学力・学習状況調査の児童質問紙に準じたものとなっています。特に顕著な傾向があるものを
表にしました。数値は、「当てはまる」または「どちらかと言えば当てはまる」を選んだ子どもたちの割合です。
（表の―の部分はデータがないもの） ％ 県平均を上回ったもの ％県平均を下回ったもの

経年で上がっているもの（５ポイント以上） 経年で下がっているもの（５ポイント以上）

【豊かな人間性（自己有用感 地域への関心
等）に関すること】

家で自分で計画を立て
て勉強をしている。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ６３．６％ ６６．２％
三重県 ７２．０％ ７３．７％

毎日同じくらいの時刻に
起きる。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ８６．４％ ７５．７％
三重県 ８６．３％ ８６．４％

毎日同じくらいの時刻に
寝る。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ７２．８％ ６３．５％
三重県 ７６．２％ ７６．５％

【生活習慣・学習習慣に関すること】

将来の夢や目標をもっ
ている。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ９３．９％ ７４．３％
三重県 ８８．２％ ８７．７％

自分には、よいところが
あると思う。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ７２．８％ ６７．６％
三重県 ８１．３％ ８１．８％

地域や社会をよくするた
めに何をすべきか考える。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ５３．０％ ６２．１％
三重県 ６６．４％ ６７．３％

普段（月曜日～金曜日）
に1日当たり1時間以上、
勉強をする。（塾や家庭
教師も含む）

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ４５．５％ ３７．９％
三重県 ４３．７％ ４６．８％

普段（月曜日～金曜日）
1日あたり30分以上、読
書をする。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ３６．３％ ３５．２％
三重県 ３７．７％ ４２．９％

今住んでいる地域の行
事に参加している。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ７２．７％ ４７．３％
三重県 ６６．８％ ６４．５％

難しいことでも、失敗を
恐れないで挑戦してい
る。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ７８．８％ ８７．８％
三重県 ８３．４％ ８３．２％

将来の夢と目
標をもっている子
どもが多くいるこ
とに感心。しかし、
自己肯定感に関
しては、県平均よ
り低いです。自己
肯定感は最も大
切な気持ちと考え
ます。個々の子ど
もを認める場づく
りが必要です。

早寝早起きな
ど睡眠に関して
は、おおむね県並
み。

計画的に勉強
を進められる子は
県平均に比べて、
少ないです。
今後も自主学
習の奨励を続けま
す。「家庭学習の
手引き」にあります
ように、宿題30分
+自主学習（学年
×10分）を目安に、
家庭での声かけを
お願いします。

「挑戦する心」は、
県平均に及ばず。
今年の４年生は、
慎重な子が多い
のかなあ。

地域行事への参
加は急増。コロナ
禍でも行事再開が
進んだからでしょう
か。でも、地域や社
会をよくするために
考えることについて
は、県と比べて低め
です。
地域や社会に目
を向けて学習する
機会を大切にして
いく必要があります。

普段（月曜日～金曜日）
に1日当たりのゲームの
時間が２時間以上。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ４８．５％ ６４．９％
三重県 ４９．７％ ４５．７％

ゲームの時間も、
県並みに。でも、ま
だ半数近い子が、
毎日2時間以上も
ゲームをしているよ
うです。それに比べ、
家庭学習は、半数
以上の子が、1時間
未満しかないという
ことに・・・。

読書の時間も県
平均並み。川崎小の
目標：１年間一人
100冊が達成でき
ますように。

【学校生活、授業等の教育活動
に関すること】
学校へ行くのは楽しい。 Ｒ５年度

４年生
Ｒ４年度
４年生

川崎小 ７８．７％ ７８．３％
三重県 ８４．８％ ８５．７％

算数の勉強は好き。 Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ７２．７％ ６３．５％

三重県 ７１．８％ ８７．０％

算数の授業内容はよく
わかる。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ８１．８％ ９０．５％

三重県 ８６．４％ ７３．９％

国語の勉強は好き。 Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ６８．２％ ５６．７％
三重県 ６６．９％ ６７．５％

国語の授業内容はよく
わかる。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ７８．８％ ７８．４％
三重県 ８６．６％ ８７．７％

前の学年までに受けた
授業では、課題の解決
に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでい
た。

Ｒ５年度
４年生

Ｒ４年度
４年生

川崎小 ７２．７％ ７３．０％
三重県 ８１．６％ ８２．３％

学校が楽しいのが何よりなのですが、ちょっと県
平均より低め。改めて、みんなで「居心地の良い学
年・学級づくり」を目指しましょう。

算数や国語が好きな子は県並みまで増加。でも、算数の授業内容がよくわ
かる子が減少。わかりやすい授業づくりを日々提供していく必要があります。

課題を見つけ、それを解決するという学習活動
を大切にした授業づくりを今後も継続していきます。
そのためにも、話し合いの場で、互いの意見を出し
合い、練り上げる場面を意図的に設定する必要が
あります。



【豊かな人間性（自己有用感 地域への関心
等）に関すること】

家で自分で計画を立て
て勉強をしている。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６８．７％ ６９．４％
三重県 ６９．５％ ７１．４％

毎日同じくらいの時刻に
起きる。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ８３．６％ ９６．５％
三重県 ８９．５％ ８９．５％

毎日同じくらいの時刻に
寝る。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７６．１％ ８３．６％
三重県 ８１．４％ ７９．５％

【生活習慣・学習習慣に関すること】

将来の夢や目標をもっ
ている。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ８６．５％ ８８．２％
三重県 ８６．３％ ８６．３％

自分には、よいところが
あると思う。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ８２．１％ ８４．７％
三重県 ７９．５％ ７８．２％

地域や社会をよくするた
めに何をすべきか考える。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６５．７％ ６２．３％
三重県 ６５．８％ ６６．１％

普段（月曜日～金曜日）
に1日当たり1時間以上、
勉強をする。（塾や家庭
教師も含む）

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ３７．３％ ４２．３％
三重県 ４６．９％ ５０．３％

普段（月曜日～金曜日）
1日あたり30分以上、読
書をする。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ３７．３％ ３６．４％
三重県 ３６．１％ ４０．２％

今住んでいる地域の行
事に参加している。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ５６．７％ ６２．３％
三重県 ６５．０％ ６３．６％

難しいことでも、失敗を
恐れないで挑戦してい
る。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ８３．６％ ９１．７％
三重県 ７９．８％ ７９．１％

将来の夢と目
標をもつことにつ
いては、県平均並
みです。4年生時
は７４．３％だった
ので、増加傾向が
うかがえます。また、
自己肯定感も4年
生時は６７．６％と
低めでしたが、ず
いぶんアップしま
した。

今年度の5年生
は、早寝早起きに
関する結果は、県
に及ばず。しかし、
昨年度4年生時は、
毎日同じくらいの
時刻に起きるが、７
５．７％、寝るが６３．
５％だったので、1
年間でずいぶん改
善したのではない
でしょうか。

今後も自主学
習の奨励を続けま
す。「家庭学習の
手引き」にあります
ように、宿題30分
+自主学習（学年
×10分）を目安に、
家庭での声かけを
お願いします。

「挑戦する心」は、
県平均を少し上回
りました。

地域行事への参
加が県平均より
低めでした。4年
生時は４７．３％で
したので、やや改
善傾向にはありま
す。これからも、地
域や社会に目を
向けて学習する機
会を大切にしてい
きます。

普段（月曜日～金曜日）
に1日当たりのゲームの
時間が２時間以上。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ５１．２％ ６２．３％
三重県 ４８．０％ ５１．３％

ゲームの時間も、
県と比べて、やや長
いですが、昨年度4
年生時は６４．９％
だったので、少しず
つ改善している傾
向がうかがえます。
反対に、家庭学
習の時間は、4年生
時も含め少ないで
す。

読書の時間は県
平均並み。川崎小の
目標：１年間一人
100冊が達成でき
ますように。

【学校生活、授業等の教育活動
に関すること】
学校へ行くのは楽しい。 Ｒ５年度

５年生
Ｒ４年度
５年生

川崎小 ９５．５％ ９０．６％
三重県 ８４．０％ ８４．４％

算数の勉強は好き。 Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６７．２％ ７１．８％
三重県 ６７．４％ ８６．７％

算数の授業内容はよく
わかる。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７９．１％ ８３．６％
三重県 ８７．３％ ６７．８％

国語の勉強は好き。 Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７０．２％ ７０．６％
三重県 ６１．２％ ６１．９％

国語の授業内容はよく
わかる。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ８０．６％ ８５．８％
三重県 ８７．８％ ８８．１％

前の学年までに受けた
授業では、課題の解決
に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでい
た。

Ｒ５年度
５年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７６．２％ ８２．３％
三重県 ７９．２％ ７９．６％ 4年生時は、国

語の勉強が好き
な子は５６．７％
だったのですが、
今回は７０．２％で、
国語の勉強が好
きな子が増えたよ
うです。一方、授業
内容がわかるとい
う数値は県平均に
及ばず。子どもた
ちが「わかった」と
実感できる授業づ
くりを日々目指す
必要があります。

学校が楽しいのが何よりです。5年生は、結構高い
数値が出ています。また、4年生時（７８．３％）と比べて
も、大きく増えています。これからも、みんなで「居心地
の良い学年・学級づくり」を目指しましょう。

算数の勉強が
好きな子は、4年
生時同様6割台
です。ただし、授
業内容がよくわ
かるについては、
4年生時９０．５％
もあったのに、今
回は低いです。わ
かりやすい授業に
加え、算数の面白
さや不思議さに
注目して授業づく
りを考える必要が
あります。

県平均に及ばず、昨年の5年生に比べても低
い傾向が見られます。主体的に課題を見つけ、
それを解決するという学習活動を今後も大切に
していく必要があります。

％ 県平均を上回ったもの ％県平均を下回ったもの

経年で上がっているもの（５ポイント以上） 経年で下がっているもの（５ポイント以上）



６年生「全国学力・学習状況調査」と、
４・５年生「みえスタディ・チェック」の結果を受けて

今回の学力に関するデータは、その学年だけに限らず全ての学年における指導の在り方に結
びつくものです。したがって、結果の分析をもとに、川崎小学校における課題と、その克服に向け
てこれからの指導で特に取り組んでいくことを全ての教員間で共有し、1～6年生の日々の授業
等において意識的に実践を進めてまいります。

これからの指導で特に取り組んでいくこと

様々な教科学習等の場面で・・・

・落ち着いて、意欲的に学習に臨む雰囲気づくり（学習規律、ほどよい緊張感、前向きに学習に向かえる
ような導入や投げかけ等の工夫、「楽しい」「わかった」と子どもたちが実感できる授業・・・）
・対話を重視した日々の学習活動
・各学年で確実に押さえるべき指導事項や目標を確認し、日々の授業での確かな習得を目指す。
（まずは、個別指導や補充学習等に頼らずとも子どもたちに力をつけさせるような

日々の効果的な授業づくり）
・そのうえでの、家庭学習の提供や、個別指導や補充学習の時間の確保、復習の時間や既習事項を確認
する時間、繰り返し練習する時間等の設定を通して、確実に基礎基本を定着させる。
ぐんぐんタイムや学期末補充学習の設定、e-ライブラリー等の活用、
家庭学習の手引きの再確認、1人1台端末の持ち帰り・・・・・

・教科を問わず、文章に触れる機会を増やす。（文章問題、読書・・・・）
とくに、長文を読むことに慣れさせる。（学年に応じた読み物を読む。本の紹介・・・）
・状況や事実、内容、理由、自分の考え等を説明する（話す、書く）場面を多くつくる。
その際に、読み取りのコツ、説明の仕方、文の作り方など、具体的なやり方・方法を教え、
それを使って、子どもたちそれぞれが自力でできるようになるまで、見届ける。
・複数の条件のもとで、文章にまとめる機会を多く作る。
・問題や課題などで、粘り強く、正しい答えを見い出そうと考え直すことを習慣化する。
・学んだことと生活を結び付ける場面の設定（実際の体験や実際の操作活動等）
・単なる知識や技能だけでなく、学習内容がもつ本質的な意味や面白さを理解させることを怠らない。

【ご家庭で】
学びの土台作りのために、基本的な生活習慣や学習習慣の定着に向け、

以下の取組をお願いします。

～かめやまお茶の間１０選（実践）から～

１．家族でつくろうハッピーリズム・しっかり食べてつくろうカラダ
引き続き、「早寝、早起き、朝ごはん」で規則正しい生活リズムを身に
付けさせましょう。

２．つくって守ろう家族のきまり
自分で計画を立てて家庭学習（宿題、自主学習、予習、復習）をしましょう。
テレビ、ＤＶＤの視聴時間や携帯電話、スマホ、パソコン等の使い方に
ついて、家庭で約束を決めて守りましょう。特に、ゲームの時間に要注意！

３．夢への一歩 家族の力
子どもは話したがり屋です。お子さんの気持ちや考えをありのまま受
け入れ、共感して聞いてあげてください。子どもの自己肯定感を育み、
自信や意欲につながります。


